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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年3月27日(2008.3.27)

【公開番号】特開2001-270969(P2001-270969A)
【公開日】平成13年10月2日(2001.10.2)
【出願番号】特願2001-37120(P2001-37120)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月7日(2008.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　（Ａ）少なくとも９９モル％のクロロトリフルオロエチレン（ＣＴＦ
Ｅ）を含み、１００に対する残りが１以上のフッ素化または非フッ素化モノマーであるク
ロロトリフルオロエチレンをベースとする（コ）ポリマー（ＰＣＴＦＥ）と、（Ｂ）エチ
レン／クロロトリフルオロエチレン（ＥＣＴＦＥ）および／またはエチレン／テトラフル
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オロエチレン（ＥＴＦＥ）をベースとする（コ）ポリマー［Ｅ：ＣＴＦＥ（あるいはＴＦ
Ｅ）のモル比が１：３～３：１である］とからなるポリマー組成物。
　　【請求項２】　クロロトリフルオロエチレンをベースとする（コ）ポリマー（ＰＣＴ
ＦＥ）（Ａ）の量が、少なくとも５重量％であることを特徴とする請求項１に記載の組成
物。
　　【請求項３】　クロロトリフルオロエチレンをベースとする（コ）ポリマー（ＰＣＴ
ＦＥ）（Ａ）の量が、少なくとも２０重量％であることを特徴とする請求項２に記載の組
成物。
　　【請求項４】　クロロトリフルオロエチレンをベースとする（コ）ポリマー（ＰＣＴ
ＦＥ）（Ａ）の量が、少なくとも４０重量％であることを特徴とする請求項３に記載の組
成物。
　　【請求項５】　フッ素化モノマーが、（ペル）フルオロプロピルビニルエーテル、（
ペル）フルオロジオキソールおよびビニリデンフルオリドから選択される請求項１～４の
いずれか一つに記載の組成物。
　　【請求項６】　非フッ素化モノマーが、アクリルモノマーである請求項１～５のいず
れか一つに記載の組成物。
　　【請求項７】　ＰＣＴＦＥ（コ）ポリマーが、クロロトリフルオロエチレン（ＣＴＦ
Ｅ）ホモポリマーである請求項１～６のいずれか一つに記載の組成物。
　　【請求項８】　ＰＣＴＦＥホモポリマーが、ＡＳＴＭ　Ｄ　１２３８－８８法により
２６５℃で１０Ｋｇの負荷で測定された場合、メルトフローインデックス（ＭＦＩ）が１
０．０ｇ／１０'より低いホモポリマーである請求項７に記載の組成物。
　　【請求項９】　ＥＣＴＦＥまたはＥＴＦＥ（コ）ポリマー（Ｂ）が、
（ａ）３５～６５モル％、好ましくは４５～５５モル％、より好ましくは４８～５２モル
％のエチレン（Ｅ）、
（ｂ）６５～３５モル％、好ましくは５５～４５モル％、より好ましくは５２～４８モル
％のクロロトリフルオロエチレン（ＣＴＦＥ）（ＥＣＴＦＥ（コ）ポリマーの場合）また
はテトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）（ＥＴＦＥ（コ）ポリマーの場合）、
および任意に
（ｃ）モノマー（ａ）および（ｂ）の総量に対して０．１～３０モル％、好ましくは０．
１～１０モル％、より好ましくは０．１～５モル％の１以上のフッ素化あるいは非フッ素
化モノマーから
形成されることを特徴とする請求項１～８のいずれか一つに記載の組成物。
　　【請求項１０】　フッ素化モノマー（ｃ）が、（ペル）フルオロアルキルビニルエー
テルおよび（ペル）フルオロジオキソールから選択される請求項９に記載の組成物。
　　【請求項１１】　非フッ素化モノマー（ｃ）が、
一般式
　ＣＨ2＝ＣＨ－（ＣＨ2）n－Ｒ1　　（Ｉ）
［式中、Ｒ1＝－ＯＲ2または－（Ｏ）tＣＯ（Ｏ）pＲ2であり、ここで、ｔおよびｐは０
、１に等しい整数であり、Ｒ2は直鎖もしくは可能であれば分枝状のアルキルまたはシク
ロアルキルタイプの炭素原子数１～２０のＣ1～Ｃ20の水素化基であって、ヘテロ原子お
よび／または塩素原子を任意に含み、ヘテロ原子はＯまたはＮであることが好ましく、Ｒ

2は、ＯＨ、ＣＯＯＨ、エポキシド、エステルおよびエーテルから選択されることが好ま
しい１以上の官能基を任意に含み、Ｒ2は二重結合を任意に含み、または、Ｒ2はＨであり
、ｎは０～１０の整数であり、好ましくは、Ｒ2は水酸化物タイプの官能基を含む炭素原
子数１～１０のアルキルタイプであり、ｎは０～５の整数である］
の水素化モノマーである請求項９に記載の組成物。
　　【請求項１２】　式（Ｉ）のモノマーが、アクリル酸エチル、アクリル酸ｎ－ブチル
、アクリル酸、アクリル酸ヒドロキシエチル、アクリル酸ヒドロキシプロピルまたはアク
リル酸（ヒドロキシ）エチルヘキシル、好ましくはｎ－アクリル酸ブチルである請求項１
１に記載の組成物。
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　　【請求項１３】　ＥＣＴＦＥが、（ＡＳＴＭ　３２７５－８９法により）２７５℃で
２．１６Ｋｇの負荷で測定された場合、５ｇ／１０'より高く、好ましくは１０ｇ／１０'
より高いメルトフローインデックス（ＭＦＩ）を有する請求項１～１２のいずれか一つに
記載の組成物。
　　【請求項１４】　ＰＣＴＦＥ（コ）ポリマー（Ａ）の存在下におけるＥＣＴＦＥまた
はＥＴＦＥ（コ）ポリマー（Ｂ）のラジカル重合、またはＥＣＴＦＥまたはＥＴＦＥ（コ
）ポリマー（Ｂ）の存在下におけるＰＣＴＦＥ（コ）ポリマー（Ａ）のラジカル重合によ
る、請求項１～１３のいずれか一つに記載の組成物の製造方法。
　　【請求項１５】　（共）重合が、有機媒体の懸濁液中または水性乳濁液中で、－６０
℃～１５０℃、好ましくは－２０℃～１００℃、より好ましくは－１０℃～５０℃の温度
で、０．５～１００バール、好ましくは５～４０バールの反応圧力で行われる請求項１４
に記載の方法。
　　【請求項１６】　（共）重合が、
（ｉ）式：（Ｒf－ＣＯ－Ｏ）2

［式中、ＲfはＣ1～Ｃ10の（ペル）ハロアルキル基、またはペルフルオロポリオキシアル
キレン基である］
のビス－アシルペルオキシド、
（ｉｉ）式：（ＲH－Ｏ）2

［式中、ＲHはＣ1～Ｃ10のアルキルである］
のジアルキルペルオキシド、
（ｉｉｉ）過硫酸アンモニウムまたは過硫酸アルカリ金属または過リン酸塩のような、水
溶性無機ペルオキシド
（ｉｖ）アルキルの炭素原子数が１～８であるジアルキルペルオキシジカーボネート、
（ｖ）有機レドックス系または無機レドックス系、
（ｖｉ）ＵＶ照射により活性化される光開始剤
から選択されるラジカル開始剤の存在下で行われる請求項１４または１５に記載の方法。
　　【請求項１７】　ラジカル開始剤が、
ビス－トリクロロアセチルペルオキシド、ビス－ジクロロフルオロアセチルペルオキシド
；ジｔｅｒｔ－ブチルペルオキシド（ＤＴＢＰ）；過硫酸ナトリウムおよび過硫酸カリウ
ム；ジ－ｎ－プロピル－ペルオキシジカーボネート，ジ－イソプロピル－ペルオキシジカ
ーボネート；過硫酸アンモニウム／亜硫酸ナトリウム，過酸化水素／アミノイミノメタン
スルフィン酸、ｔｅｒｔ－ブチルヒドロペルオキシド／メタ重亜硫酸塩；無機ペルオキシ
ド類および有機ペルオキシド類、ハロゲン化有機化合物またはポリハロゲン化有機化合物
から選択される請求項１６に記載の方法。
　　【請求項１８】　懸濁液中の（共）重合において、反応媒体が、水とモノマーそれ自
体により構成される有機相とから形成されるか、または、炭素原子数６～２５でかつメチ
ル基と炭素原子の数との比が０．５より大きい分枝状の炭化水素、－ＣＦ2Ｈ、－ＣＦ2Ｃ
Ｆ2Ｈ、－ＣＦ（ＣＦ3）Ｈタイプの少なくとも１つの水素化された末端基を有するクロロ
フルオロカーボン、（ペル）フルオロポリエーテルから選択される、有機溶媒に溶解され
たモノマーから形成される請求項１４～１７のいずれか一つに記載の方法。
　　【請求項１９】　（共）重合が、１つ以上のフッ素化された界面活性剤の存在下、水
性乳濁液中で行われる請求項１４～１７のいずれか一つに記載の方法。
　　【請求項２０】　（共）重合が、ペルフルオロポリオキシアルキレンから好ましくは
構成される分散液、乳濁液あるいはミクロ乳濁液、または、水素化された末端基および／
または水素化された反復単位を有するフルオロポリオキシアルキレンから好ましくは構成
されるミクロ乳濁液の存在下に行われる請求項１９に記載の方法。
　　【請求項２１】　ＥＣＴＦＥまたはＥＴＦＥ合成の間、連鎖移動剤が用いられる請求
項１４～２０のいずれか一つに記載の方法。
　　【請求項２２】　連鎖移動剤が、クロロホルムおよびメチルシクロペンタンから選択
される請求項２１に記載の方法。
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　　【請求項２３】　両方の（コ）ポリマー、まずＰＣＴＦＥ、次いでＥＣＴＦＥもしく
はＥＴＦＥ、またはその反対が、同じ反応媒体において、すなわち両方とも懸濁液または
乳濁液中で連続して合成される請求項１４～２２のいずれか一つに記載の方法。
　　【請求項２４】　ＥＣＴＦＥまたはＥＴＦＥ（コ）ポリマー（Ｂ）の合成が、水およ
びＰＣＴＦＥ（コ）ポリマー（Ａ）の存在下、有機懸濁液中で行われる請求項１４～２３
のいずれか一つに記載の方法。
　　【請求項２５】　ＰＣＴＦＥが、ＰＣＴＦＥ凝固剤の存在下、粉末またはラテックス
の形態で加えられることを特徴とする請求項２４に記載の方法。
　　【請求項２６】　凝固剤が、硫酸アルミニウム、硝酸、塩酸、塩化カルシウムから選
択される請求項２５に記載の方法。
　　【請求項２７】　凝固剤が、塩化カルシウムである請求項２６に記載の方法。
　　【請求項２８】　ラテックスの形態のＰＣＴＦＥが、（コ）ポリマー（Ｂ）の合成の
最初および／または最中に加えられる請求項２４～２７のいずれか一つに記載の方法。
　　【請求項２９】　成形品を得るための、請求項１～１３に記載の組成物の使用。
　　【請求項３０】　成形品が、食品産業および製薬産業における包装に好ましくは用い
られるフィルムである請求項２９に記載の使用。
　　【請求項３１】　成形品が、管およびシートである請求項２９に記載の方法。
　　【請求項３２】　請求項２９～３１のいずれか一つに記載の、成形品。
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